
石油燃料の燃焼を向上させ

CO₂・燃料使用量を削減

石油燃料添加剤

ECOMAX（エコマックス）
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製 品 紹 介

燃料添加剤 ECOMAX®

燃焼を促進させ燃料使用量・CO₂排出量を削減

ガソリン・軽油・灯油・A重油・C重油に対応

添加量が少量な為、費用対効果が高い

設備投資不要（給油時添加のみ）

国内511社の企業で採用、海外でも使用中

※【容量】200ml・500ml・4L・18L・200L

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.
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国内使用状況

主な使用企業例

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

42%

28%

17%

13%

車・運送・建設

製造・工場

商社

その他

合計

511社
※販売データ
（2023年3月）

製造・工場

商社・その他

宿泊・温浴・施設

（重油・灯油）

（重油・灯油）

（重油・軽油・ｶﾞｿﾘﾝ）

原油高騰・環境問題により使用企業が増加

業種別使用割合

■建設関係：船舶・重機

作業船・浚渫船・ダンプ・

建設重機・クレーン・発電機

・ボイラー燃料（灯油・A重油）で使用割合が多い

・近年、建設機器や船舶燃料（軽油・A・C重油）による使用が増加

■工場関係：ボイラー

アルミニウム・段ボール・綿・ワックス

自動車部品・クリーニング・リネン

■宿泊関係：ボイラー

ホテル・旅館・リゾート施設・温浴施設

■運送関係：自動車

社用車・物流トラック・レッカー車
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海外使用状況

商社・その他
※

宿泊・温浴・施設
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（重油・灯油）
（重油・軽油・ｶﾞｿﾘﾝ）

2020年より海外への出荷数が増加

・現地企業及び日本企業の現地工場・船舶・建設機器等で使用

マダガスカル

シンガポール

バングラ

フィリピン

■シンガポール：船舶

・船舶用Ｃ重油（VLSFO）で使用

■フィリピン：ボイラー

・日本メーカの現地工場で使用

■マダガスカル：作業船

・現地の港湾工事現場で使用

海外使用事例

■バングラディッシュ:自動車

・現地のバス会社で使用



燃料添加剤「ECOMAX」のメカニズム

Being
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石油燃料に適量添加で燃料分子を活性化

燃焼時に酸素との反応を促進させ燃焼速度向上

燃焼速度が向上する事で、熱効率を向上

・ECOMAX は石油分子を活性化させる為、ナノ技術・イオン化技術により製造

※エンジンにおける熱効率はガソリン40%、ディーゼル50％であり残りは熱損失として外部へ放出されている。
しかし、燃焼速度を早くする事で、熱効率を向上させる事が可能（参考：自動車用語辞典より）

燃費が向上し、
排ガスがクリーンに

5All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

製品概要①



炭化水素分子が活性化され酸素との反応が促進し、熱効率が向上

通常は、炭化水素分子が大きく酸素との反応に時間がかかってしまう

ECOMAXを添加すると

Being
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燃料が燃焼室に噴霧された時のイメージ図

製品概要②
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• 石油燃料使用の自動車・ボイラー・船舶・建設機器等で使用

• 燃焼が促進することで、複数のメリットが得られる

企業の使用目的

１ 設備投資不要で、燃料コストの削減

２ 燃料使用量を削減する事でCO2の削減が出来、
排ガスを削減する事でもCO2の削減

3

４

燃焼が促進される事で、排ガスの総量及び・
排ガスに含まれる有害物質を抑制

CO₂削減

未燃物質
の抑制

機器の
清浄化

燃焼促進 

燃料費
削減

燃え残り（カーボンデポジット）の発生を抑制させ、
燃焼機器を清浄化

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

ECOMAXの主要効果

製品概要③



社外データ①：A重油船舶検証結果 Being

燃焼が向上する事で、燃料使用量を削減

・A重油使用船舶で燃料消費量を改善

・同月比・同航路・同重量で検証

31030L

33550L

7%削減

8

※2024年9月01～9月31日計測データより算出
※詳細データは別紙参照
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■未添加 ■添加有

添加前後において、

燃料消費量約７％削減

燃料消費量比較検証

■会 社：トクヤマ海陸運送㈱

■油 種：A重油

■期 間：2024年9月

■添加前使用量：33,550L

■添加後平均使用量：31,030L

 

『特殊タンク船』

■燃料使用量の推移（L）



社外データ②：A重油ボイラー検証結果 Being

燃焼が向上する事で、蒸発倍率が向上

・製造工場様により蒸発倍率の検証で効果を確認

未添加時比較では、

蒸発倍率約 17.2 %向上

9

蒸発比較検証

■業 種：製造工場

■使用機器：ボイラー

■メーカー：㈱IHI

■未添加時期：2011～2013 

■他社添加剤：2014～2015

■弊社添加剤：2017～2019  

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

14.28
13.82

14.90
14.48

15.41
16.20

＋17.2%

■蒸発倍率の推移（％）

2013 2014 2015 2017 2018 2019

※2016年はECOMAXの使用が通年では無い為、本比較より除外
※詳細データは別紙へ記載

当
社

他
社

未
添
加
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二酸化炭素（CO₂）

Being

■未添加 ■添加有

0.0266

0.0182

0

0.01

0.02

0.03

硫黄化合物（Sox）

0.0025

0.0017

0

0.001

0.002

0.003

窒素酸化物（Nox）

190

140

0

50

100

150

200

250

乾き排ガス量
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m³/h

■計測車両：日野 デュトロ(4t)

■計測燃料：軽油 (出光）

■総排気量：5120cc 

■年 式：2020年製造

■計 測：信濃公害研究所

■条 件：添加前後の

排出される各成分量を比較

社外データ③：軽油エンジン計測結果

※各算出方法は別紙へ記載

※排ｶﾞｽ組成(乾き排ガス量・CO₂）

はJISK0301オルザット法により測定

9

排ガス成分比較検証

33% 32%

26% 32%

削減 削減

削減 削減

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

燃焼が向上する事で、排出ガスを削減

・燃焼を比較する為、添加前後の排気ガスの成分を検証

・排気ガス中に含まれる有害物質及びCO₂の削減を確認



導入事例：燃料使用量及びCO₂排出量削減 Being
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建設会社様 『燃料換算CO2排出量※1を削減』

・船舶・建設重機のＣ重油（VLSFO)・Ａ重油(MGO)・軽油(MDO)へ使用

・燃料換算ＣＯ₂排出量削減を目的とし、ECOMAXを国内外の建設現場で使用

燃料使用量削減

石油燃料の燃焼向上に
より燃料消費量を削減

CO₂排出量削減

燃料のCO₂排出係数より
算出されたCO₂排出量を削減

CO₂

※1各燃料（ガソリン・灯油・軽油・A/C重油等）1KL当たりに排出されるCO₂排出量
※2参考：五洋建設㈱ 2024年3月期 決算補足説明資料

■報告内容※2



トレンド2021. 
費用対効果（ROI) ①: 軽油 Being
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燃料消費量削減 CO₂排出量削減

・軽油燃料を年間 1,200KL 使用

・10% の燃料使用量を削減出来た場合、下記の費用対効果が得られる

1,200KL

1,080KL

年間燃料
削減量

120KL

3,096t

2,786t

年間CO₂削減量

309.6t

■使用前
■添加後

燃料換算CO₂排出係数を基に年間約309.6tのCO₂排出量の削減を算出

■燃料換算CO₂排出量の削減例



Being
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<軽油 月間100KL使用 燃料単価132円/L>

削減率
燃料価格
＜月間＞

削減額
＜月間＞

1L当たりの
添加剤価格

添加剤使用量
＜月間＞

添加剤価格
＜月間＞

純削減額
＜月間＞

純削減額
＜年間＞

CO₂削減量
＜月間＞

CO₂削減量
＜年間＞

5% 1,320万円 66万円 4,156円 50L 21万円 45万円 540万円 12.9t 154.8t

10% 1,320万円 132万円 4,156円 50L 21万円 111万円 1,332万円 25.8t 309.6t

15% 1,320万円 198万円 4,156円 50L 21万円 177万円 2,124万円 38.7t 464.4t

20% 1,320万円 264万円 4,156円 50L 21万円 243万円 2,916万円 51.6t 619.2t

・燃料価格＝100KL×132

・削減額＝燃料価格*削減率

・１ℓ当たりの添加剤価格＝74,800/18ℓ

      ＜軽油用18ℓの価格より計算＞

・添加剤使用量は1/2000で試算（２回目以降の添加剤使用量）

・添加剤価格＝1ℓの添加剤価格×添加剤使用量

・月間純削減額＝削減額‐添加剤価格

・年間純削減額＝月間純削減額*12

・月間CO₂削減量＝（100KL×削減率）*2.58

・年間CO₂削減量＝月間CO₂削減量×12

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

■月間 10%の燃料コストを削減できた場合の年間ROI

費用対効果（ROI) ②: 軽油内訳
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■使用燃料：C重油・A重油・軽油・灯油

■添 加 量：1/1000 

■添加方法：燃料分析会社にて攪拌1時間後計測

■目 的：添加後の燃料がJISの基準数値内かを判断

燃料分析方法

・ボイラー、エンジンメーカーは
JIS規格の燃料の使用を指定

安全性に関する情報①：燃料分析

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

燃料性状分析

灯油・軽油・A・Ｃ重油

14

添加した各燃料はJIS規格の基準数値内の為、安心してご利用いただけます



トレンド2021. 
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安全性に関する情報②：保険

・ECOMAXが原因での損害に対しては、以下の生産物賠償責任(PL)保険で補償

国内

生産物賠償責任保険

■保険会社

三井住友海上火災保険㈱

■保証範囲

対人・対物（営業補償含む）

最大10億円

ビジネスプロテクター

■保険会社

三井住友海上火災保険㈱

■保証範囲

対人・対物（営業補償含む）

最大5億円

海外

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

販売開始（2010年12月）より現在(2024年9月）まで事故・故障等は０件

生産物賠償責任(PL)保険



製造会社

会 社 名 株 式 会 社 B e i n g （ ビ ー イ ン グ ）

設 立 2 0 1 0 年

本 社 所 在 地 群 馬 県 前 橋 市 高 井 町 1 - 2 7 - 1 4  

代 表 取 締 役 伊 藤 宗 樹

資 本 金 1 0 , 0 0 0 , 0 0 0 円

関 連 会 社 ㈱ と も い き

                 （ あ さ ひ 自 動 車 ）

事 業 内 容 石 油 系 燃 料 添 加 剤

「 E C O M A X 」 製 造 事 業

Being

16All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.



開発協力会社

会 社 名 株 式 会 社 ト ク ヤ マ

設 立 1 9 1 8 年

東 京 本 部 東 京 都 千 代 田 区 外 神 田
1 - 7 - 5 フ ロ ン ト プ レ イ ス 秋 葉 原

本 店 所 在 地 山 口 県 周 南 市 御 影 町 1 - 1

従 業 員 数 5 , 9 0 9 （ 連 結 ）

市 場 区 分 東 京 証 券 取 引 所 プ ラ イ ム 市 場

事 業 内 容 ソ ー ダ 、 無 機 ・ 有 機 化 学 薬 品 、 そ の 他

諸 化 学 製 品 、 セ メ ン ト 、 土 木 ・ 建 築 用 資

材 、 合 成 樹 脂 、 イ オ ン 交 換 樹 脂 膜 、 そ の

他 高 分 子 化 合 物 、 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 、

医 薬 原 体 お よ び 中 間 体 、 医 療 用 具 、 電 子

機 器 、 電 子 部 品 お よ び そ れ ら の 材 料 の 製

造 、 加 工 お よ び 販 売
17All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.



国内総販売元

会 社 名 株 式 会 社 松 本 日 光 舎

設 立 1 9 2 5 年

本 社 所 在 地 石 川 県 金 沢 市 ７ 丁 目 ２ 番 地

代 表 取 締 役 松 本 健 夫

従 業 員 数 1 1 3 人

店 舗 数 4 0 店 舗

関 連 会 社 日 光 リ ネ ン サ プ ラ イ ㈱

                日 光 商 事 ㈱

                  ㈱ ユ ニ フ ォ ー ム レ ン タ ル 金 沢

事 業 内 容 衣 類 の ク リ ー ニ ン グ

各 種 ユ ニ フ ォ ー ム の ク リ ー ニ ン

      特 殊 ク リ ー ニ ン グ 等

18

Being
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国内販売代理店

会 社 名 ユ ア サ 商 事 株 式 会 社

設 立 1 9 1 9 年 ( 大 正 8 年 ） 6 月 2 5 日

本 社 所 在 地 東 京 都 千 代 田 区 外 神 田
美 土 代 町 ７ 番 地

グ ル ー プ 会 社 国 内 2 3 社 海 外 1 2 社

従 業 員 数 2 , 6 2 1 （ 連 結 ）

市 場 区 分 東 京 証 券 取 引 所 プ ラ イ ム 市 場

業 内 容 切 削 工 具 や 計 測 ・ 測 定 ・ 検 査 装 置 ・

コ ン プ レ ッ サ ・ 発 電 機 ・ 溶 接 機 等 産 業

                   機 器 の 製 造 販 売 及 び 石 油 製 品 等 の

                   エ ネ ル ギ ー 事 業 を 行 う 。

19All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.



用 途 C重油燃料使用機器

容 量 18L                    200L

価 格 ¥59,950（税込） ¥659,450（税込）

扱 い 第４類 第二石油類 危険等級Ⅲ

消費期限 1年（未開封）/ 5ヵ月（開封後）

保管方法
高温下(50℃以上）、直射日光、
強い電磁波の場所（高圧線付近）
を避けて保管ください。

燃料添加剤 ECOMAX VC

推 奨 製 品

製品概要① Being
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用 途 A重油燃料使用機器

容 量 18L                    200L

価 格 ¥62,700（税込） ¥689,700（税込）

扱 い 第４類 第二石油類 危険等級Ⅲ

消費期限 1年（未開封）/ 5ヵ月（開封後）

保管方法
高温下(50℃以上）、直射日光、
強い電磁波の場所（高圧線付近）
を避けて保管ください。

燃料添加剤 ECOMAX VJ

推 奨 製 品

製品概要② Being
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用 途 軽油燃料使用機器

容 量 18L                    200L

価 格 ¥74,800（税込） ¥822,800（税込）

扱 い 第４類 第二石油類 危険等級Ⅲ

消費期限 1年（未開封）/ 5ヵ月（開封後）

保管方法
高温下(50℃以上）、直射日光、
強い電磁波の場所（高圧線付近）
を避けて保管ください。

燃料添加剤 ECOMAX VD

推 奨 製 品

製品概要③ Being
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用 途 灯油使用機器

容 量 18L                    200L

価 格 ¥74,800（税込） ¥822,800（税込）

扱 い 第４類 第二石油類 危険等級Ⅲ

消費期限 1年（未開封）/ 5ヵ月（開封後）

保管方法
高温下(50℃以上）、直射日光、
強い電磁波の場所（高圧線付近）
を避けて保管ください。

燃料添加剤 ECOMAX VT 

推 奨 製 品

製品概要④ Being
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用 途 ガソリン使用機器

容 量 18L                    200L

価 格 ¥113,000（税込） ¥1,246,300 （税込）

扱 い 第４類 第二石油類 危険等級Ⅲ

消費期限 1年（未開封）/ 5ヵ月（開封後）

保管方法
高温下(50℃以上）、直射日光、   
強い電磁波の場所（高圧線付近）
を避けて保管ください。

燃料添加剤 ECOMAX Excellent 

推 奨 製 品

製品概要⑤ Being
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Being

初回：1/1000（タンク残量と給油量の両方に対して）

2回目給油以降: 1/2000（給油量に対して）

使用方法の説明

• 給油時に適量を添加ください。

• 攪拌する事で、効果がより早くでます。その為、
可能であれば、給油前の添加をお勧めしています。

• ボイラーでは状態に合わせた調整が必要になる場合があ
ります。

• 地上タンクで添加が難しい場合は、タンクローリーで給
油前に、ローリーのホースへ入れて、 給油とともにタ
ンク内へ流しこんでください。

1000分の１ 2000分の１

10L 10ml 5ml

50L 50ml 25ml

100L 100ml 50ml

1KL 1L 500ml

10KL 10L 5L

50KL 50L 25L

添加率

燃料量

添 加 剤 使 用 量
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■計測データ

詳細データ①・・・P8 トクヤマ海陸運送㈱ 船舶データ

詳細データ②・・・P9 製造工場 ボイラーデータ

詳細データ③・・・P10 信濃郊外研究所 トラックデータ

WLTC排出ガス試験結果①・・・軽油車輛データ

WLTC排出ガス試験結果②・・・ガソリン車輛データ

WLTC排出ガス試験結果③・・・ガソリン車輛データ



詳細データ①：ECOMAX船舶利用検証報告

トクヤマ㈱の系列会社・トクヤマ海陸運送㈱
の特殊タンカー船『徳鳳丸』にてECOMAX
添加前後における燃料消費量の比較検証を実施

〇対象月度: 2024年09月実績（出航日ベース）

〇対象データ: 過去のデータにて算出
（気象・海象・潮流の影響は含まない）

〇効果：燃料使用量削減: 7％削減

■トクヤマ㈱ 報告内容

Being
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詳細データ②：ECOMAXボイラー利用検証報告 Being

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

■製造工場様 報告内容

製造工場様のA重油ボイラー
にてECOMAX添加前後における
蒸発倍率の比較検証を実施

〇対象月度: 2019年実績

〇対象データ: 過去のデータにて算出

〇効果：蒸発倍率削減: 17.2％削減



詳細データ③：ECOMAXトラック利用検証報告 Being
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排出ガス試験結果（WLTCモード)：ディーゼル車 Being

All Rights Reserved Copyright ©2024, Being , Ltd.

項目
メーカー
数値

添加後
数値

増減率

CO
（一酸化炭素）

0.63g/km 0.013g/km ‐97.9％

NMHC
（非メタン炭化水素）

0.024g/km 0.000g/km ‐100％

NＯｘ
（窒素酸化物）

0.15g/km 0.076g/km ‐49.3％

ＣＯ2
（二酸化炭素）

254g/km 262.8g/km 3.46%

ＰＭ
（粒子状大気汚染物質）

0.007g/km 0.0012g/km ‐82.8％

試験概要

■計測車両：トヨタ ハイエース（コミューター）

■計測方式：WLTCモード(走行距離１５ｋｍ)

■総走行距離：１２６ｋｍ

■添加量：希釈率1/1000

■計測日：2024年7月

■比較対象：メーカー公表数値

■財団法人 日本自動車検査協会にて、ECOMAX添加後の各種排ガス成分の比較検証を実施

①添加後のCO・NMHC・Noｘ・ＰＭの数値が大幅に減少し、CO2の数値が増加した事から、エンジン内部における燃焼
が大幅に向上した事が分かる。

②CO₂の増加に関しては、燃焼が向上した事が起因している。これは、走行時間を増加させECU※が向上した燃焼状態を
学習し燃焼に合わせた調整をする事でCO２は減少する。

■計測結果

※ECU：エンジン内部の空気量及び燃料量を調整するコンピューター



排出ガス試験結果（WLTCモード)：ガソリン車① Being
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項目
メーカー
数値

添加後
数値

増減率

CO
（一酸化炭素）

1.15g/km 0.077g/km ‐93.3％

NMHC
（非メタン炭化水素）

0.05g/km 0.011g/km ‐78.0％

NＯｘ
（窒素酸化物）

0.025g/km 0.003g/km ‐88.0％

ＣＯ2
（二酸化炭素）

143.3g/km 162.1g/km 11.5%

ＰＭ
（粒子状大気汚染物質）

試験概要

■計測車両：ホンダ WR-V

■計測方式：WLTCモード(走行距離１５ｋｍ)

■総走行距離：１６１ｋｍ

■添加量：希釈率1/1000

■計測日：2024年8月

■比較対象：メーカー公表数値

■財団法人 日本自動車検査協会にて、ECOMAX添加後の各種排ガス成分の比較検証を実施

①添加後のCO・NMHC・Noｘの数値が大幅に減少した事から、エンジン内部における燃焼が大幅に向上した事が分かる。

②CO₂の増加に関しては、燃焼が向上した事が起因している。これは、走行時間を増加させECU※が向上した燃焼状態を
学習し燃焼に合わせた調整をする事でCO２は減少する。

■計測結果

※ECU：エンジン内部の空気量及び燃料量を調整するコンピューター

メーカー未公表



排出ガス試験結果（WLTCモード)：ガソリン車② Being
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項目
メーカー
数値

添加後
数値

増減率

CO
（一酸化炭素）

1.15g/km 0.103g/km ‐91.0％

NMHC
（非メタン炭化水素）

0.025g/km 0.011g/km ‐56.0％

NＯｘ
（窒素酸化物）

0.013g/km 0.001g/km ‐92.3％

ＣＯ2
（二酸化炭素）

101g/km 138.9g/km 37.5%

ＰＭ
（粒子状大気汚染物質）

試験概要

■計測車両：トヨタ ヴォクシー

■計測方式：WLTCモード(走行距離１５ｋｍ)

■総走行距離：１１８ｋｍ

■添加量：希釈率1/1000

■計測日：2024年９月

■比較対象：メーカー公表数値

■財団法人 日本自動車検査協会にて、ECOMAX添加後の各種排ガス成分の比較検証を実施

①添加後のCO・NMHC・Noｘの数値が大幅に減少した事から、エンジン内部における燃焼が大幅に向上した事が分かる。

②CO₂の増加に関しては、燃焼が向上した事が起因している。これは、走行時間を増加させECU※が向上した燃焼状態を
学習し燃焼に合わせた調整をする事でCO２は減少する。

■計測結果

※ECU：エンジン内部の空気量及び燃料量を調整するコンピューター

メーカー未公表
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